
―犬を飼われている方へ― 

 
最近、「犬の鳴き声が大きくて困っている」との苦情が増えています。 

お宅の犬はご近所に迷惑をかけていませんか？ 

 

 

犬の鳴き声は飼い主が思っているより、他の人には不快に

感じる場合があります。 

飼い主は、頻繁な鳴き声により周辺地域の住民の日常生活

に著しい支障を及ぼすことのないよう努めなければなり

ません。 

―無駄吠えを減らすための上手な対処方法の例― 

まずは、無駄吠えの原因を突き止め、愛犬の気持ちを理解しましょう。 

◎外を通る人や車、犬や猫に向かって吠える 

 外が見えにくい場所につなぐ、犬小屋の周りを柵などで囲う、屋内で飼育するなど、外からの刺

激を少なくする工夫をしましょう。 

 吠え始めたら天罰方式で大きい音を出す、小石などを入れた空缶を投げる…など驚かせてやめさ

せる方法や、超音波や静電気による無駄吠え防止器具の使用も効果的です。 

◎運動不足でストレスがたまり吠える 

 毎日の適度な運動が必要です。 

愛犬の体格・年齢・体力などを考慮した運動量の散歩を行いましょう。 

◎発情してオスやメスの犬に向かって遠吠えする 

 動物病院で去勢手術を行いましょう。 

 オス犬は去勢手術をすると、一般的に性格がおとなしくなると言われています。 

◎家が留守のとき、飼い主が見えないときなど、寂しくて吠える（分離不安） 

 中にフードを詰めるタイプのおもちゃなど、退屈しない遊び道具 

を与えるなど不安を減らす工夫をしましょう。 

◎散歩（あるいはエサ）の時間になると，要求して吠える（要求吠え） 

 吠えている間は無視をして、吠えるのをやめれば散歩に行く 

（エサを与える）ようにします。 

 また、散歩に行く時間を決めずに違った時間に行くのも一つの 

方法です。 

高齢犬の場合、認知症により吠えている場合があります。 

動物病院に相談しましょう。 

 

犬の気持ちを理解して，いい飼い主さんとなり無駄吠えを減らす工夫をしましょう。 高松市保健所生活衛生課 

 

 


